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K: Rough Sorting
　原案: not 

問題文: not 

　解説: Darsein



問題概要
• 順列 x1, ..., xN が K-rough sorted ⇔ x の転倒数が K 

• 順列の転倒数: 反転ペア (xi > xj, i <j) の数 

• 転倒数がK以下になるように隣接交換のみでソー
トをするとき、最小の隣接交換回数で達成できる
辞書順最小の順列を求めよ 

• 制約: 1 ≤ N ≤ 105, 1 ≤ K ≤ 109
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例: K=3
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解法
• x の反転数を Inv(x) とする 

• Inv(x) ≤ K なら入力をそのまま出力すればOK 

• 最小の隣接交換回数 R = K - Inv(x) 

• 貪欲法: 前から順に、Rで取ってこれる中で最
小の要素を前に持ってき続けるの辞書順最小 

• R -= 動かした距離、と更新

4 5 6 3 7 2 8 9 1 10
例: R=4

3 4 5 6 7 2 8 9 1 10
R=1



解法
• そのまま実装すると O(N2) 

• 欲しいクエリ： 

• [1:R+1]の中から最小値 (の位置) を計算 

• i 番目の要素を削除 

• 平衡二分探索木・動的セグメントツリー・複数
データ構造を組み合わせる、などで上記のクエ
リを1回あたり O(log N) で処理 → O(N log N)



解法2
• 残っている中で最小値を先頭に動かせるなら動かす 
• 動かせないなら、それより前の区間での最小値を考
える、これを再帰的に繰り返す 
• 最小値が最初から先頭にいると、前の最小値を次
に持ってこれることがあるので注意 

• O(N log N) で実装可能、BITでもクエリ処理ができ
るため実装が楽
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